
重度障がい児支援 花色

NEWS LETTER

～春光西ふれあい祭り～

ずっと能登支援に入っている
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ＪＯＣＡの素敵な看護師さん

7月27日（日）春光西ふれあい祭り（北部住民センター）に参加しました。
春に、「（ふれあい祭りに）あそびに行っても良いですか？」と聞くと、
「ぜひ、いらしてください。花色さんのテントを一つ用意して待ってます！」
と、ご快諾いただきました。
春光西ふれあい祭りは、地域の方が、焼き鳥をやいて、かき氷をつくって・・
アフリカ太鼓、こども達のヒップホップダンス、和太鼓演奏からの“和太鼓をバック
ミュージック“に、こども盆踊り！老若男女問わずたのしくワイワイ過ごします。
せっかく花色のブース（テント）をつくってくれたので 《風鈴の短冊に願い事をかき
ませんか》と声を掛けると、お祭りの参加者30名が書いてくれました。
８月１日～30日迄、花色の庭に短冊のついた風鈴をかざっています。たくさんの人
に見に来て欲しいです。
花色のお友達は、凛太朗くんと、柚奈ちゃん、美結さんご家族が来てくれました。
蒸し暑さもありましたが何とか雨も降らず、ステージ前のスペシャルブースで楽しく
過ごしました。これからも地域の皆さんとこれからも交流していきたいと思います。

若井看護師

今津市長とパチリ！

先日、身体の（肢体）障がいをもつ方のお話しを聞く機会がありました。
彼女は生活の中での自分の想いを伝えてくれました。
「（支援者に）じっ～と見られたくない。必要な時に声をかけられる距離感でいて欲しい。そして、
   きちんと話しを聞いて欲しい。」その彼女の声に、多くの支援者は理解し納得しました。
そこで「わたしらしい暮らしって、何だろう？」と考えた時、７年前に入院した時のことを思い出しました。
ベッドの脇に小さいカフェテーブルとイスが２脚あり、そこで家族と話したり、読書をしたり、食事をとり
自分らしく過ごすことができ、入院生活なのに幸せな時間を過ごすことができました。
～改めて“暮らし”を考えました。
“自然に過ごせる環境であること” そして“心”が彩ること。
環境や、気遣いもひとつ間違えると窮屈になります。

本来は、心地よいもかどうかが大切ですよね。
やりすぎたり、勝手な判断は、単なる勝手な“こちらの想い”ですから、
子ども達の心の流れに立ちはだかってないかを考えながら、一緒に歩みたいと思います。

7月14日KYT

花色の運営、活動、リスク管理を支えてくれた
若井看護師が８月末をもって退職する事になりました。

約３年半、お世話になりました。
至らぬ部分もありましたが、お子様たちへのケアや
ふれあいの中で、私自身がたくさんの喜びや
元気を頂き、楽しい時間を過ごすことができました。
花色の利用者様、ご家族様、
どうもありがとうございました。

「事故がおきないように。」と、
「花色は楽しむ場所ですよ。」という言葉を
同時に彼から受け、私たちは共に支援に入ることができました。
「若井さん、花色に来てくれてありがとうございます。こども達に会いに来てね。」

南原さんとレイン君も



防災Q＆A

「どこから防災対策をしたら良いのかな？」と、
先日質問をうけました。「防災リュック？」「お水？」
わたしがオススメするのは、［命を守る所］から、
ひとつひとつ対策を練ることをオススメします。
もし、棚の下敷きになり大けがをしても病院に行け
る環境ではありません。棚や冷蔵庫を固定しましょ
う。カートのタイヤは固定していても動き回りますの
で、カート上に壊れ物はおかないようにしましょう。
ガラスの飛散シートも大切です。そして、ベッド下に
“靴の用意”をオススメします。 我が家は主人と二
人暮らし。“夫が生き延びること”を考えて対策を
練ってます。例えば・・「冷蔵庫が倒れなければ、３
日は食料に困らないかも。」「夫がケガをすると、私
は花色の指定福祉避難所運営どころじゃなくなる
ので、ケガをしないように工夫しなきゃ。」といった
具合です。棚の固定品は１つ2500円～5000円程か

かるので、我が家はひと月に１つ購入して固
定してます。「まず、自分と家族の命が助
からなきゃ！」の視点でご自宅を見回してみ
て下さい。
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先日、釧路にいきました。北海道って本当に広いです。
旭川から釧路まで６時間かかりました。シカ御一行様にあったり

「クマ生息地」の看板に、ハラハラしたりしながら辿り着いた釧路
で、防災士を取得してきました。（防災士のお話はまた今度）

その帰り、池田町に寄りました。ドリカムの吉田美和ちゃんの出
身地。あちこちでBGMがながれています。
そして “ワイン”が有名な町です。
試飲はガマンして・・ワインケーキを
買いました。
帰宅後、封をあけると、じゅわっと
ワインが染み込んだフルーツケーキ
がでてきました。 
“食べるワイン”という言葉がぴったりです。
日本酒のケーキは知っていましたが、

ワインケーキは初めてでした。寝かせれば寝かせるほど美味しく
なるのだどか・・。
「・・寝かせるほど、我慢できるかな。」

おすすめ
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たくさん「ありがとう」の花色

お菓子も
ありがとう

夏の大掃除です！

外まわりも

突っ張り

止め

粘着

今年も

キレイに！

防災対策ってどこから？
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